境　界　証　明　願
令和　　　年　　　月　　　日

江別市長　　後　藤　好　人　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　
　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連絡先

土地の表示　　江別市

所有者　　　　住所

　　　　　　氏名

当該証明の使用目的

　上記の土地に隣接する江別市道　　　　　　道路の道路用地である、

江別市　　　町　　番　　との用地境界は、別紙添付図面のとおり相違ないことを証明願います。

境 界 証 明 書
　上記土地との境界線については、別紙添付図面のとおり相違ないことを証明します。

ただし、別紙添付図面の接地距離、地積は証明事項より除きます。

　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江別市長　　　後　藤　好　人
境界証明提出資料一覧
・境界証明願　２部
証明書に「ただし、添付図面の接地距離、地積は証明事項より除く」を記載する。
地積測量図は、既設、新設、コンクリート標、仮杭等を全て記入し、申請中のラインを赤色で着色する。
法務局へ提出する最終の図面を添付し、割印を押す。
・位置図

複数ある場合は、番号を振る。
・画地調整図
1/500（範囲が広い場合は、1/1000とする。）
　　　証明対象地を黄色等、証明ラインを赤色で着色する。
　　　道路幅、対象地番の辺長及び面積に、それぞれ公図・計算・確定値を記載する。
確定後の道路に対し、各点における道路センターとの垂線距離を、公図幅員との差で記載する。
杭の表示には新設、移設、コンクリート、木杭のみ等を記載する。
図示されるものは、全て凡例を記載する。
申請ライン上にある点は全て位置誤差を記載し、円上には必ず点名を記載する。
・契約書（官公庁発注工事のみ）

・委任状

委任者は、公募上の土地の所有者と一致する事。一致しない場合は、その理由を記した資料に、土地所有者の捺印をする。

共有名義の場合は、代表者による委任でも可能。

法人名義の場合は、会社印を押印し、申請者の役職を記載する。
・測量経過説明書
境界確定及び調整方法は、国調及び区画整理を基準とする。基準とし難く地積測量図等を使用する場合は、その理由を整理する。
調整後の道路幅員の確保など、各路線毎の詳細を記載する。長文になる場合は、別紙とする。
・座標変換計算書（日本測地系→世界測地系）

世界測地系座標による境界証明願の場合は、必要。
・トラバース計算書、点網図

　　　現況地番図に点網図を重ね合わせる。

・スライド資料（スライドする場合のみ）
スライドの対象点がわかる図面を作成し、対象点を選定及び除外した理由を記載する。

審査時に、スライドの対象点が少ないと判断した場合は、対象点を広げる。
各点のスライド計算書を作成する。

・細部測量計算書

　　　既設境界点計測成果及び対比表。
・逆トラバース計算書（逆打ち計算書）、点網図
・資料
　　　当該測量に使用した既設成果等。
・写真

　　　境界標は、全て撮影する。
・地権者立会確認書

　　　対象地権者は、全て必要。
・その他
各項目にインデックスを付ける。

現地に成果の点を落とす。（仮杭または鉄鋲）。
審査は、必要資料がほぼ揃っていて内容が簡易な場合で3～4週間前後、スライドを行う場合、内容が複雑な場合等は、それ以上の時間がかかります。
証明手数料300円がかかります。納付書を証明書発行時に渡しますので、本庁舎市民課窓口で納付して下さい。（印鑑必要、公印は手数料納付時に市民課窓口で押印されます。）
　　　証明後に埋設する杭の形状は、十字ではなく矢印表示とする。折れ点、隅切り点は道路用地、それ以外は民地に埋設する。

